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C O N T E N T S

表紙写真

（撮影＝石川 直樹）

ガッシャーブルムⅡ峰（標高8,035ｍ）

の第三キャンプ。ガッシャーブルムは、

中国、インド、パキスタンにまたがる

カラコルム山脈北東部に連なる山々

で、バルトロ氷河を数10キロにわたっ

て越えた先にある山群のことを指す。

C O N T E N T S
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http://www.shoshinsha-design.com/
より加工
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